
 

 

日
頃
よ
り
、
旧
安
房
南
高
校
木
造
校
舎

（
千
葉
県
指
定
有
形
文
化
財
）
の
環
境
整
備

に
協
力
し
て
き
た
「
安
房
高
等
女
学
校
木
造

校
舎
を
愛
す
る
会
」
の
活
動
は
高
く
評
価
さ

れ
て
き
た
。 

２
０
１
９
（
令
和
元
）
年
９
月
９
日
、
強

大
な
台
風
15
号
の
直
撃
に
よ
り
、
木
造
校

舎
は
被
害
を
受
け
、
10
月
27
日
に
予
定
さ

れ
て
い
た
見
学
会
も
中
止
と
な
っ
た
。
修
復

工
事
後
の
安
全
が
確
認
さ
れ
、
再
び
見
学
会

に
多
く
の
市
民
が
集
う
こ
と
を
願
う
。 

＊ 

築
90
年
に
な
る
木
造
校
舎
に
は
、
今
な

お
多
く
の
学
校
資
料
が
残
さ
れ
て
い
る
。
千

葉
県
の
教
育
史
や
地
域
の
歴
史
文
化
を
知

る
上
で
、
極
め
て
重
要
な
資
料
と
い
え
る
。 

安
房
の
人
び
と
は
先
人
の
知
恵
を
生
か

し
、
励
ま
し
合
い
助
け
合
い
な
が
ら
、
豊
か

な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
築
い
て
き
た
姿
が
あ

る
。
繰
り
返
し
起
き
る
戦
乱
や
災
害
を
乗
り

越
え
、
〝
平
和
・
交
流
・
共
生
〟
の
理
念
を

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
礎
と
し
て
、
地
域
づ
く
り

を
図
っ
て
き
た
。
そ
の
源
流
に
は
、
教
育
が

大
事
な
役
割
を
果
た
し
て
き
た
。
旧
安
房
南

高
校
に
残
る
安
房
高
等
女
学
校
（
以
下
、
安

房
高
女
）
の
資
料
か
ら
、
そ
の
一
端
を
さ
ぐ

っ
て
み
た
い
。 

地
域
教
育
の
な
か
の
安
房
高
女 

明
治
期
の
女
子
教
育
に
関
し
て
、
安
房
高

女
創
立
の
経
緯
か
ら
み
る
。
日
露
戦
争
後
に

女
子
中
等
教
育
（
高
女
）
の
必
要
性
が
高
ま

り
、
県
議
会
に
高
女
設
置
を
提
案
し
た
が
、

財
政
逼
迫
の
た
め
否
決
さ
れ
た
。
し
か
し
、

安
房
郡
は
女
子
進
学
者
が
県
下
一
位
で
あ

っ
た
た
め
、
郡
議
会
で
も
財
政
上
で
紛
糾
の

末
、
設
置
が
決
ま
っ
た
。
た
だ
施
設
設
備
が

間
に
合
わ
ず
、
安
房
郡
立
女
子
技
芸
学
校
と

い
う
仮
の
届
で
文
部
大
臣
の
許
可
が
下
り
、

１
９
０
７
（
明
治
40
）
年
に
開
設
さ
れ
た
。 

初
代
校
長
の
小
松
崎
金
次
郎
は
、「
初
め

か
ら
学
科
課
程
を
高
等
女
学
校
令
に
準
拠

し
た
」
と
後
述
し
て
お
り
、
公
立
で
は
千
葉

高
女
に
次
い
で
県
下
２
番
目
の
「
高
女
」
創

立
と
い
え
る
。
１
９
０
９
（
明
治
42
）
年
に

郡
立
安
房
高
女
と
な
り
、
翌
年
に
長
須
賀
校

舎
が
落
成
し
、
開
校
式
が
お
こ
な
わ
れ
た
。

そ
の
後
、
関
東
大
震
災
に
よ
り
校
舎
が
倒
壊

し
、
１
９
３
０
（
昭
和
５
）
年
に
現
在
地
の

木
造
校
舎
建
設
に
至
っ
て
い
る
。 

と
こ
ろ
で
、
学
校
教
育
が
ス
タ
ー
ト
し
た

明
治
期
の
背
景
を
み
る
と
、
全
国
的
に
は
廃

藩
置
県
後
の
藩
士
た
ち
の
存
在
が
大
き
い
。

と
く
に
小
学
校
の
義
務
教
育
を
進
め
る
に

は
教
師
の
育
成
が
課
題
で
あ
っ
た
。 

大
政
奉
還
に
よ
り
徳
川
幕
府
が
倒
れ
、
薩

摩･

長
州
を
中
心
と
し
た
新
政
府
が
誕
生
す

る
と
、
徳
川
家
は
存
続
と
な
り
駿
河･

遠
江
・

三
河
に
70
万
石
が
与
え
ら
れ
た
。
そ
の
結

果
、
駿
河･

遠
江
に
あ
っ
た
諸
藩
は
上
総
や

安
房
に
移
封
さ
れ
、
な
か
で
も
駿
河
国
田
中

藩
は
安
房
国
白
浜
の
長
尾
に
移
っ
て
長
尾

藩
と
称
し
、
現
在
の
安
房
高
校
周
辺
に
は
北

条
陣
屋
が
あ
っ
た
と
い
う
。
そ
の
後
の
廃
藩

置
県
に
よ
っ
て
長
尾
藩
は
４
年
で
消
滅
し
、

600
名
近
い
旧
長
尾
藩
士
た
ち
は
激
変
の
時

代
を
生
き
る
こ
と
と
な
る
。藩
校
「
日
知
館
」

で
学
ん
だ
知
識
や
技
能
を
持
ち
、
そ
れ
ぞ
れ

の
得
意
分
野
に
活
路
を
求
め
た
。
東
京
に
出

た
者
や
故
郷
の
静
岡
に
帰
っ
た
者
、
あ
る
い

は
新
天
地
を
求
め
て
全
国
に
向
か
っ
た
者

と
様
々
で
あ
っ
た
。 

館
山
を
中
心
と
し
て
安
房
に
残
っ
た
者

は
、い
わ
ゆ
る「
よ
そ
も
の
」
で
は
あ
る
が
、

学
校
教
育
や
地
域
の
商
工
業
の
分
野
で
活

躍
し
た
。
行
政
当
局
は
文
明
開
化
・
富
国
強

兵
策
の
も
と
、
急
速
に
近
代
教
育
の
普
及
を

目
ざ
し
た
が
、
小
学
校
の
開
校
準
備
や
教
員

養
成
に
つ
い
て
は
旧
藩
士
の
力
に
頼
る
ほ

か
な
か
っ
た
。 

館
山
の
北
条
学
区
で
は
、
長
尾
藩
陣
屋
が

後
の
北
条
小
学
校
に
な
っ
た
が
、
開
校
時
に

旧
藩
士
の
３
名
が
教
員
に
任
命
さ
れ
て
い

る
。
そ
の
後
の
北
条
小
学
校
や
那
古
小
学
校

教
員
名
簿
な
ど
に
も
、
旧
藩
士
の
名
が
連
な

っ
て
い
る
。
後
年
発
行
さ
れ
た
『
旧
長
尾
藩

士
人
名
及
住
所 

明
治
33
年
調
』
と
『
明
治

31
年 

千
葉
県
安
房
郡
教
育
会
第
一
回
会

報
』（
千
葉
県
安
房
郡
教
育
会
発
行
）
に
あ

る
名
簿
を
照
合
し
て
み
る
と
、
約
３
割
が
旧

藩
士
の
関
係
者
と
思
わ
れ
る
。 

小
学
教
員
養
成
機
関
と
し
て
の
安
房
高
女 

安
房
高
女
創
立
に
尽
力
し
た
安
房
郡
長

の
太
田
資
行
は
、
旧
長
尾
藩
に
関
わ
る
人
物

と
い
わ
れ
て
い
る
。
１
９
０
８
（
明
治
41
）

年
に
義
務
教
育
年
限
６
年
制
が
実
現
し
、
明

治
の
国
民
教
育
体
制
が
つ
く
ら
れ
た
と
き

に
、
安
房
高
女
は
ス
タ
ー
ト
し
て
い
る
。
太

田
郡
長
は
、
自
身
と
同
じ
静
岡
県
士
族
出
身

で
同
県
三
島
高
女
の
校
長
で
あ
っ
た
小
松

崎
金
次
郎
を
招
い
た
。
学
校
運
営
に
困
難
を

抱
え
る
不
十
分
な
施
設
設
備
の
も
と
、
正
式

に
高
女
へ
昇
格
さ
せ
る
た
め
に
、
人
徳
あ
る

小
松
崎
校
長
の
力
が
必
要
で
あ
っ
た
も
の

の
、
昇
格
の
直
前
に
、
東
京
高
等
師
範
学
校

出
身
で
千
葉
高
女
教
諭
で
あ
っ
た
八
巻
嘉

作
を
二
代
目
校
長
に
招
聘
し
て
い
る
。 

当
時
、
安
房
郡
で
は
小
学
校
の
教
員
不
足

と
い
う
課
題
が
あ
っ
た
。
教
育
へ
の
要
望
は

極
め
て
強
い
が
、
他
の
産
業
と
の
兼
合
い
も

あ
り
、
教
育
費
の
大
幅
な
増
額
は
避
け
た
い

意
向
で
あ
っ
た
。
し
か
し
女
子
教
員
を
増
や

す
こ
と
で
、
地
域
教
育
に
応
え
た
い
と
の
思

惑
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。 

八
巻
校
長
は
着
任
後
す
ぐ
、
英
語
と
教
育

学
を
授
業
科
目
に
加
え
て
い
る
。
歴
史
科
教

諭
の
大
野
太
平
は
、
校
長
の
教
育
方
針
と
し

て
「
学
科
目
の
配
当
も
県
立
以
上
の
程
度
に

し
て
、
卒
業
生
に
は
無
試
験
に
て
尋
常
本
科

正
教
員
の
資
格
を
与
へ
ら
れ
る
事
に
し
た
」

と
回
顧
録
に
書
い
て
い
る
。
そ
の
結
果
、
短

期
間
の
う
ち
に
安
房
高
女
か
ら
多
く
の
小

学
教
員
が
巣
立
っ
て
い
く
こ
と
に
な
っ
た
。 

大
野
教
諭
は
、
八
巻
校
長
の
こ
と
を
「
時

流
に
一
歩
を
超
越
し
た
一
見
識
を
有
」
し
、

「
深
く
時
勢
と
地
方
の
状
況
と
を
洞
察
」
す

る
リ
ー
ダ
ー
で
あ
っ
た
と
評
価
し
て
い
る
。 

 

創
立
年
に
60
名
入
学
、
翌
年
に
46
名
入

学
、
翌
々
年
に
50
名
が
入
学
し
、
総
計
156

名
が
在
校
し
て
い
る
。
郡
立
安
房
高
女
と
し

て
の
再
ス
タ
ー
ト
に
あ
た
り
、
八
巻
校
長
は

安
房
の
女
子
教
育
と
地
域
づ
く
り
（
明
治
か
ら
大
正
期
） 



 

 

編
入
試
験
を
お
こ
な
っ
て
１
年
生
49
名
・

２
年
生
44
名
・
３
年
生
36
名
の
入
学
を
許

可
し
た
。 

１
９
１
３
（
大
正
２
）
年
発
行
の
『
一
覧

表
』
に
記
さ
れ
た
進
路
状
況
を
見
る
と
、
安

房
高
女
第
１
回
卒
業
者
35
名
中
の
約
半
数

18
名
が
小
学
校
教
員
に
な
り
、
１
名
が
東

京
女
子
高
等
師
範
学
校
に
進
学
し
て
い
る
。

第
２
回
で
は
40
名
中
18
名
、
第
３
回
で
は

40
名
中
11
名
が
小
学
校
教
員
と
な
っ
た
。

な
お
第
３
回
で
は
、
千
葉
県
女
子
師
範
学
校

二
部
に
５
名
と
補
習
科
に
２
名
、
東
京
女
子

高
等
師
範
学
校
と
東
京
音
楽
学
校
に
各
１

名
が
進
学
し
て
い
る
。 

創
立
以
来
３
回
の
卒
業
生
の
う
ち
、
約
４

割
に
あ
た
る
47
名
が
小
学
校
教
員
と
な
り
、

９
名
が
教
育
分
野
に
進
学
し
て
い
る
。
安
房

高
女
は
創
立
時
よ
り
地
域
に
根
付
き
な
が

ら
、
女
子
教
員
養
成
学
校
と
し
て
大
き
な
役

割
を
果
た
し
て
き
た
。 

安
房
高
女
で
学
ん
で
小
学
教
員
に
な
っ

た
卒
業
生
た
ち
は
、
大
正
期
に
ど
の
よ
う
な

教
員
生
活
を
送
っ
て
い
っ
た
か
を
さ
ぐ
っ

て
み
た
い
。
ま
ず
『
校
友
会
雑
誌
』
第
１
号

（
大
正
４
年
）
か
ら
第
８
号
（
昭
和
２
年
）

ま
で
を
参
考
に
、
第
１
・
２
回
卒
業
生
で
小

学
校
教
員
に
な
っ
た
32
人
を
み
て
み
る
。 

１
９
１
５
（
大
正
４
）
年
か
ら
１
９
２
７

（
昭
和
２
）
ま
で
の
動
向
を
み
る
と
、
未
婚

で
教
員
を
継
続
７
人
（
22
％
）
、
結
婚
後
も

教
員
を
継
続
15
人
（
47
％
）
、
結
婚
で
退
職

８
人
（
25
％
）
、
結
婚
後
も
教
員
継
続
す
る

が
後
に
退
職
１
人
（
３
％
）
、
途
中
か
ら
不

明
１
人
（
３
％
）
と
な
っ
た
。 

安
房
高
女
は
創
立
時
よ
り
女
子
教
員
養

成
機
関
と
し
て
、
地
域
に
根
付
き
な
が
ら
大

き
な
役
割
を
果
た
し
て
き
た
。
こ
こ
で
わ
か

る
こ
と
は
、
７
割
の
女
子
教
員
が
結
婚
の
有

無
に
関
わ
ら
ず
、
地
域
の
小
学
校
教
育
に
深

く
関
わ
っ
て
い
る
こ
と
は
極
め
て
重
要
な

事
実
で
あ
る
。 

小
学
校
は
教
育
の
場
と
い
う
だ
け
で
な

く
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
中
核
的
存
在
で

あ
り
、
学
芸
会
や
運
動
会
と
い
う
形
で
人
び

と
が
集
い
、
文
化
の
発
信
地
で
も
あ
る
。
小

学
校
教
員
は
人
格
的
に
尊
敬
さ
れ
る
存
在

で
あ
る
と
と
も
に
、
地
域
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
役
で
あ
り
、
多
様
な
能
力
や
技
能
が
求

め
ら
れ
る
。
安
房
高
女
に
お
い
て
も
、
教
員

養
成
の
教
育
の
あ
り
方
が
問
わ
れ
て
い
た

で
あ
ろ
う
。 

大
正
期
・
安
房
の
自
由
教
育
と
自
由
画
教
育 

１
９
１
９
（
大
正
８
）
年
、
千
葉
師
範
学

校
附
属
小
学
校
主
事
の
手
塚
岸
衛
は
、
教
師

中
心
の
画
一
的
で
注
入
的
な
教
授
法
な
ど

の
旧
教
育
を
批
判
し
、
子
ど
も
の
自
発
性
や

自
主
性
を
最
大
限
に
発
揮
さ
せ
る
「
自
由
教

育
」
を
提
唱
し
た
。 

大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
潮
流
の
な
か
、
自

由
で
民
主
的
な
教
育
改
善
の
動
き
は
千
葉

県
教
育
界
に
一
石
を
投
じ
た
。
比
較
的
早
く

自
由
教
育
を
取
り
入
れ
た
安
房
郡
の
小
学

校
は
、
そ
の
推
進
と
実
績
で
県
下
ト
ッ
プ
ク

ラ
ス
だ
っ
た
と
『
千
葉
県
教
育
百
年
史 

第

２
巻
』
に
記
さ
れ
て
い
る
。
安
房
郡
54
校
中
、

な
か
で
も
和
田
・
江
見
・
平
群
・
田
原
・
佐

久
間
・
滝
田
・
山
本
・
千
歳
・
吉
尾
・
北
条
・

西
条
・
忽
戸
・
富
崎
・
神
戸
・
太
海
の
15
小

学
校
が
最
も
優
れ
て
い
た
と
い
う
。 

北
条
小
学
校
に
は
安
房
高
女
を
卒
業
し

た
教
員
も
お
り
、
教
員
志
望
者
に
と
っ
て
は

教
育
実
習
の
場
と
し
て
、
深
い
交
流
が
続
い

た
。『
北
條
小
百
年
誌
』（
昭
和
49
年
発
行
）

に
は
、
大
正
末
期
に
自
由
教
育
の
授
業
を
受

け
た
児
童
が
、「
毎
日
１
、
２
時
間
目
は
自

習
で
、
あ
と
の
時
間
は
自
習
し
た
こ
と
を
発

表
し
た
り
、
そ
れ
を
も
と
に
討
論
し
た
り
す

る
こ
と
で
勉
強
を
進
め
（
中
略
）
先
生
は
こ

の
討
論
に
誰
も
が
参
加
す
る
よ
う
に
、
そ
し

て
常
に
活
発
に
進
行
す
る
よ
う
に
、
ま
た
方

向
を
誤
ら
な
い
よ
う
に
、
皆
が
う
な
ず
け
る

結
論
と
な
る
よ
う
に
と
実
に
見
事
に
導
い

て
」
く
れ
た
こ
と
、「
理
科
で
は
イ
ネ
の
勉

強
の
折
に
、
田
の
生
態
（
雑
草
、
ウ
ン
カ
、

イ
ナ
ゴ
等
と
の
関
連
）
ま
で
を
観
察
」
し
た

こ
と
な
ど
、
当
時
の
様
子
を
語
っ
て
い
る
。 

安
房
高
女
で
は
自
由
教
育
の
方
法
を
授

業
に
取
り
入
れ
、
た
と
え
ば
歴
史
科
で
は
、

地
域
学
習
へ
の
理
解
を
深
め
る
た
め
に 

実
物
資
料
や
郷
土
資
料
を
教
材
化
し
て
、
身

近
な
こ
と
を
通
じ
て
歴
史
認
識
を
深
め
る

方
法
を
と
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
理
科
教
育
で

は
、
野
外
で
の
観
察
や
動
植
物
の
採
集
と
分

類
な
ど
、
自
ら
動
い
て
体
験
す
る
学
習
方
法

を
と
っ
て
い
た
。
旧
安
房
南
高
校
理
科
室
に

は
、
大
正
期
の
生
徒
た
ち
が
作
成
し
た
標
本

が
今
な
お
多
く
残
さ
れ
て
い
る
。 

ま
た
、
『
北
條
小
百
年
誌
』
に
は
自
由
画

教
育
に
つ
い
て
の
記
載
も
あ
る
。
そ
れ
ま
で

の
図
画
教
育
は
手
本
を
写
す
臨
画
中
心
で

あ
っ
た
が
、
館
山
に
住
ん
で
い
た
洋
画
家
の

倉
田
白
羊
に
よ
り
、
児
童
が
自
然
を
写
生
し
、

自
由
に
素
描
す
る
こ
と
の
効
果
や
必
要
性

が
説
か
れ
て
い
た
。
教
員
た
ち
と
の
児
童
画

教
育
研
究
団
「
草
山
会
」
も
結
成
さ
れ
、
倉

田
の
指
導
は
実
践
に
活
か
さ
れ
、
安
房
地
域

の
図
画
教
育
は
急
速
に
変
化
を
遂
げ
て
い

っ
た
と
い
う
。
佐
倉
市
立
美
術
館
に
は
、
倉

田
の
指
導
に
よ
る
児
童
自
由
画
が
収
集
さ

れ
て
お
り
、
富
崎
や
南
三
原
尋
常
小
学
校
の

生
徒
作
品
が
あ
る
。 

安
房
高
女
の
図
画
教
科
に
お
け
る
生
徒

作
品
も
、
木
造
校
舎
に
残
さ
れ
て
い
る
。
自

由
画
教
育
が
反
映
さ
れ
て
い
る
か
ど
う
か

は
、
今
後
の
研
究
課
題
で
あ
る
。 

＊ 

地
域
社
会
に
お
い
て
教
育
が
ど
の
よ
う

に
位
置
づ
け
ら
れ
、
生
か
さ
れ
て
き
た
か
を

検
証
す
る
こ
と
は
、
現
代
の
地
域
づ
く
り
に

お
い
て
も
重
要
な
鍵
に
な
る
の
で
は
な
い

か
と
考
え
ら
れ
る
。
人
類
史
的
で
文
化
的
な

知
恵
や
営
み
を
学
び
、
こ
れ
ら
を
伝
達
し
て

ゆ
く
作
業
は
す
べ
て
教
育
で
あ
る
。
こ
れ
ら

を
さ
ぐ
る
こ
と
な
し
に
、
安
房
の
先
人
が
戦

乱
や
災
害
を
乗
り
越
え
て
き
た
エ
ネ
ル
ギ

ー
の
源
泉
を
見
出
す
こ
と
は
で
き
な
い
。 

私
が
世
界
史
教
員
と
し
て
同
校
に
在
職

し
て
い
た
時
に
は
知
り
得
な
か
っ
た
学
校

資
料
を
通
じ
て
、
安
房
の
教
育
や
女
性
力
に

つ
い
て
歴
史
か
ら
学
び
、
今
後
も
地
域
づ
く

り
を
進
め
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
る
。 
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